
溝
口
優
樹
提
出
学
位
申
請
論
文
（
課
程
博
士
）

『
日
本
古
代
の
社
会
統
合
と
国
家
』
審
査
要
旨

論
文
の
内
容
の
要
旨

本
論
文
は
五
〜
八
世
紀
の
日
本
の
社
会
統
合
と
国
家
形
成
に
関
す
る
研
究
で
あ
る
。
三
部
十

三
章
、
補
論
一
編
、
序
章
、
終
章
で
構
成
さ
れ
る
。
序
章
は
、
本
論
文
が
「
社
会
統
合
」
の
概

念
を
分
析
の
中
心
に
据
え
、
国
家
成
立
以
前
の
社
会
を
規
定
す
る
組
織
と
さ
れ
る
氏
族
の
歴
史

的
展
開
を
地
域
社
会
の
レ
ベ
ル
で
究
明
す
る
も
の
と
の
立
場
を
表
明
す
る
。
そ
こ
で
、
文
化
人

類
学
の
「
互
酬
性
」「
再
分
配
」
の
概
念
を
用
い
て
、
原
始
・
古
代
の
日
本
で
は
個
々
の
地
域

が
倭
王
権
の
服
属
・
再
分
配
の
シ
ス
テ
ム
に
参
加
す
る
こ
と
に
よ
り
社
会
統
合
が
進
ん
で
国
家

形
成
に
向
か
う
と
み
て
、
服
属
・
再
分
配
シ
ス
テ
ム
の
構
造
の
具
体
的
考
察
が
課
題
で
あ
る
と

す
る
。
さ
ら
に
律
令
制
導
入
後
の
古
代
国
家
の
成
熟
過
程
を
国
家
形
成
史
と
し
て
扱
い
、
社
会
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統
合
の
様
相
を
追
究
す
る
と
述
べ
る
。
併
せ
て
、
本
論
文
は
陶
邑
古
窯
跡
群
、『
新
撰
姓
氏
録
』
、

大
野
寺
土
塔
文
字
瓦
、
行
基
関
係
史
料
な
ど
通
時
代
的
に
資
料
が
あ
り
、
考
古
学
の
成
果
も
多

い
和
泉
北
部
の
地
域
社
会
像
を
主
に
取
り
扱
う
も
の
で
も
あ
る
と
す
る
。

第
一
部
「
国
家
形
成
期
の
社
会
統
合
１
―
陶
邑
古
窯
群
を
中
心
と
し
て
―
」
第
一
章
「
氏
族

分
布
か
ら
み
た
初
期
陶
邑
古
窯
跡
群
―
人
制
以
前
―
」
は
、
五
世
紀
後
半
、
雄
略
期
ま
で
に
和

泉
北
部
の
石
津
川
中
流
域
に
紀
伊
集
団
が
進
出
し
、
上
流
の
陶
邑
や
周
辺
の
首
長
た
ち
を
管
掌

し
た
が
、
陶
邑
の
成
立
に
伴
い
茅
渟
県
主
の
集
団
の
下
に
そ
れ
ら
が
須
恵
器
生
産
者
の
経
済
基

盤
と
し
て
再
編
さ
れ
た
。
葛
城
集
団
も
和
泉
へ
進
出
し
て
、
両
集
団
は
連
携
し
て
朝
鮮
半
島
の

加
耶
系
渡
来
人
の
招
致
、
配
置
に
関
わ
り
、
そ
れ
が
王
権
の
生
産
拠
点
と
し
て
企
図
さ
れ
た
と

す
る
。
第
二
章
「
ミ
ワ
系
氏
族
と
陶
邑
古
窯
跡
群
―
人
制
―
」
は
、
五
世
紀
後
葉
以
降
、
須
恵

器
生
産
に
関
わ
っ
た
ミ
ワ
系
氏
族
の
陶
邑
各
地
と
の
関
係
に
つ
い
て
、
こ
と
に
人
制
の
な
か
で

倭
王
権
に
委
託
さ
れ
た
三
輪
君
が
高
蔵
寺
・
陶
器
山
地
区
の
陶
邑
で
神
人
を
個
々
に
管
掌
し
上

番
、
仕
奉
さ
せ
た
と
推
測
し
、
同
地
が
倭
王
権
の
各
地
と
の
技
術
習
得
・
拡
散
の
再
分
配
セ
ン
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タ
ー
と
し
て
機
能
し
た
と
み
る
。

第
三
章
「
三
輪
君
と
須
恵
器
生
産
の
再
編
―
六
・
七
世
紀
の
陶
邑
古
窯
跡
群
を
中
心
に
―
」

は
、
六
世
紀
後
葉
以
降
、
七
世
紀
前
葉
に
か
け
て
陶
邑
の
中
心
的
な
須
恵
器
生
産
が
ミ
ヤ
ケ

（
茅
渟
山
屯
倉
か
）
と
定
め
ら
れ
て
変
化
し
大
規
模
な
生
産
体
制
の
一
つ
と
な
っ
た
。
こ
れ
を

通
し
て
三
輪
君
が
各
地
の
首
長
で
あ
る
ミ
ワ
系
氏
族
を
管
轄
下
に
置
き
、
伴
造
―
部
民
制
に
基

づ
い
て
神
人
部
な
ど
に
編
成
し
ミ
ヤ
ケ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
作
ら
れ
た
と
、
権
力
構
造
や
国
家

組
織
の
形
成
過
程
の
事
例
を
示
す
。
第
四
章
「
ミ
ワ
系
氏
族
の
歴
史
的
性
格
」
は
、
須
恵
器
が

首
長
権
の
象
徴
で
あ
り
、
そ
の
獲
得
は
王
権
か
ら
の
生
産
技
術
再
分
配
の
意
味
を
持
っ
た
。
六

世
紀
、
大
王
は
三
輪
君
に
ミ
ワ
系
氏
族
の
管
轄
権
を
移
譲
し
た
が
、
一
方
で
独
自
の
ミ
ワ
を
姓

に
名
乗
ら
な
い
須
恵
器
生
産
者
も
い
た
と
し
、
王
権
に
よ
る
社
会
統
合
の
浸
透
し
な
い
地
域
が

あ
っ
た
こ
と
を
具
体
的
に
述
べ
る
。

第
二
部
「
国
家
形
成
期
の
社
会
統
合
２
―
土
師
氏
を
中
心
と
し
て
―
」
第
五
章
「「
土
師
」

と
土
器
の
貢
納
」
は
、『
延
喜
式
』
に
み
え
る
「
土
師
」
が
八
世
紀
半
ば
以
降
の
土
師
氏
や
そ
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れ
以
外
の
氏
族
を
含
め
た
特
定
の
土
器
の
貢
納
者
集
団
を
称
し
、「
土
師
器
」
の
語
も
そ
れ
に

由
来
す
る
。
六
世
紀
に
そ
れ
ま
で
の
「
土
部
」
か
ら
技
術
者
を
表
す
「
土
師
」
の
呼
称
が
成
立

し
、
七
世
紀
以
降
、
土
師
氏
は
大
王
と
の
関
係
で
喪
葬
儀
礼
に
関
与
、
次
い
で
土
器
貢
納
の
職

務
を
持
ち
、
そ
れ
に
よ
り
ウ
ヂ
ナ
と
し
た
。
土
師
部
は
土
師
氏
の
領
有
す
る
部
曲
で
あ
っ
た
。

八
世
紀
に
は
氏
内
部
で
の
職
務
分
化
が
進
ん
だ
と
の
統
合
過
程
を
描
く
。
第
六
章
「
古
代
河
内

の
石
津
―
倭
王
権
に
よ
る
河
内
進
出
の
一
端
―
」
は
、
五
世
紀
頃
の
河
内
の
石
津
川
下
流
域
で

の
石
棺
の
搬
入
、
陶
邑
産
須
恵
器
の
搬
出
な
ど
の
流
通
を
前
提
と
し
て
、
倭
王
権
が
百
舌
鳥
古

墳
群
の
造
営
に
伴
う
土
部
集
団
の
政
治
的
配
置
を
介
し
て
中
小
の
在
地
豪
族
を
取
り
込
ん
で
再

編
し
、
土
師
氏
が
交
通
要
衝
を
押
え
る
石
津
連
氏
の
掌
握
と
そ
の
同
祖
同
族
関
係
化
を
進
め
た

と
論
じ
る
。第
七
章
「
土
師
氏
の
歴
史
的
性
格
―
大
王
墓
の
移
動
現
象
の
問
題
に
関
連
し
て
―
」

は
、
土
師
氏
は
倭
王
権
に
よ
り
政
治
的
に
編
成
さ
れ
た
非
血
縁
集
団
で
、
古
墳
築
造
を
職
務
と

し
大
王
墓
周
辺
に
居
住
、
移
動
す
る
が
、
喪
葬
儀
礼
や
陵
墓
の
管
理
・
祭
祀
に
は
直
接
関
わ
ら

な
か
っ
た
。
大
王
墓
が
政
策
上
、
被
葬
者
の
地
盤
で
あ
る
大
和
東
南
部
を
離
れ
て
造
ら
れ
て
以
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降
、
造
墓
集
団
が
編
成
さ
れ
た
と
す
る
。
第
八
章
「
古
代
氏
族
に
み
る
社
会
統
合
―
最
新
の
研

究
動
向
か
ら
―
」
は
、
寺
西
貞
弘
の
紀
伊
国
造
研
究
（『
紀
氏
の
研
究
』）
の
批
評
を
通
し
て
、

領
域
に
よ
る
地
域
区
分
と
そ
れ
以
前
の
人
的
集
団
の
違
い
、
地
方
豪
族
の
王
権
参
画
と
国
造
任

命
の
区
別
の
必
要
を
説
き
、
さ
ら
に
和
泉
北
部
と
の
比
較
で
有
力
豪
族
の
有
無
に
よ
る
社
会
統

合
の
地
域
的
偏
差
な
ど
に
言
及
す
る
。

第
九
章
「『
二
造
』
に
よ
る
地
域
支
配
の
構
造
と
そ
の
成
立
」
は
、
ト
モ
と
は
伴
造
に
率
い

ら
れ
て
王
権
に
奉
仕
す
る
人
を
指
す
語
で
あ
っ
た
が
、
民
衆
層
に
ま
で
擬
制
的
に
拡
大
さ
れ
て

部
と
呼
ば
れ
た
。
国
造
は
調
を
賦
課
さ
れ
る
人
的
集
団
で
あ
る
ク
ニ
を
統
率
す
る
が
、
在
地
豪

族
と
中
央
豪
族
の
間
の
多
様
な
貢
納
・
奉
仕
関
係
が
あ
り
、
伴
造
―
部
民
が
国
造
の
下
に
一
元

的
な
統
属
関
係
と
し
て
制
度
化
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
国
造
と
伴
造
は
一
人
の
首
長
の
多
面
的

な
奉
仕
を
表
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
職
務
、
身
分
に
よ
る
呼
称
で
あ
る
。
人
制
の
時
期
、
豪
族
は
大

王
と
の
人
格
的
関
係
に
よ
る
職
務
分
掌
で
王
権
に
奉
仕
し
た
が
、
二
造
の
時
期
は
奉
仕
者
の
出

身
母
体
の
集
団
を
組
み
込
み
、豪
族
の
ヤ
ケ
に
替
え
て
ミ
ヤ
ケ
を
拠
点
と
し
て
部
民
を
設
置
し
、
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六
世
紀
後
半
ま
で
に
は
地
域
支
配
が
成
立
す
る
と
段
階
差
を
想
定
し
て
詳
述
す
る
。

第
三
部
「
律
令
国
家
成
立
後
の
社
会
統
合
―
行
基
集
団
を
中
心
と
し
て
―
」
第
十
章
「
大
野

寺
土
塔
の
文
字
瓦
に
み
る
知
識
」
は
、
八
世
紀
の
仏
教
信
仰
集
団
で
あ
る
知
識
の
地
域
社
会
で

の
実
態
を
、
行
基
集
団
も
関
わ
る
和
泉
・
大
野
寺
土
塔
の
例
か
ら
探
り
、
大
鳥
郡
レ
ベ
ル
の
土

師
氏
の
首
長
で
あ
る
檀
越
を
主
導
者
と
し
中
下
級
官
人
・
在
地
豪
族
層
を
中
心
に
結
集
す
る
構

造
で
あ
っ
た
と
し
て
、
多
様
な
民
衆
層
を
主
体
と
考
え
る
説
を
否
定
す
る
。
第
十
一
章
「
大
野

寺
土
塔
出
土
『
司
解
』
銘
瓦
を
め
ぐ
っ
て
―
行
基
集
団
の
造
寺
と
地
方
官
司
―
」
は
、
解
文
を

記
す
と
み
ら
れ
る
瓦
に
よ
り
、
土
塔
を
造
営
し
た
知
識
に
郡
司
が
含
ま
れ
、
背
後
に
は
郡
司
が

編
成
し
労
働
力
と
な
る
「
小
知
識
集
団
」
が
存
在
し
た
と
推
定
す
る
。
第
十
二
章
「
大
野
寺
土

塔
の
知
識
と
古
代
地
域
社
会
」
は
、
土
塔
の
知
識
編
成
に
つ
い
て
、
行
政
と
関
係
な
く
郡
郷
や

国
を
越
え
る
郡
司
層
の
血
縁
関
係
お
よ
び
地
縁
関
係
を
介
し
た
人
格
的
関
係
、
す
な
わ
ち
血
縁

を
含
ん
だ
地
域
共
同
体
が
基
礎
に
あ
り
、
他
地
域
の
知
識
と
も
結
び
付
い
て
拡
大
し
、
首
長
へ

の
造
寺
労
働
や
財
物
提
供
を
通
し
た
貢
納
・
奉
仕
の
形
態
で
広
域
の
大
規
模
な
知
識
が
形
成
さ

─ ６ ─



れ
る
。
地
域
住
民
に
と
っ
て
は
行
基
の
招
請
、
灌
漑
施
設
、
交
通
施
設
の
整
備
な
ど
の
実
利
や
、

信
仰
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
っ
た
と
す
る
。
第
十
三
章
「
行
基
集
団
の
構
造
と
そ
の
原
動
力
」
は
、

行
基
集
団
を
多
様
な
要
素
・
成
分
の
集
合
体
、
一
種
の
シ
ス
テ
ム
と
捉
え
、
律
令
制
導
入
の
矛

盾
を
背
景
に
し
て
構
成
員
や
外
部
の
人
々
の
要
求
を
受
け
た
行
基
、
官
僧
た
ち
指
導
者
層
が
そ

れ
を
統
合
・
調
整
し
て
社
会
・
土
木
事
業
と
し
て
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
し
、
そ
の
事
業
自
体
が
信
仰

行
為
の
意
味
を
も
っ
て
参
加
し
た
各
地
の
人
々
と
国
家
に
も
還
元
さ
れ
、
次
の
事
業
活
動
に
つ

な
が
る
と
の
基
本
構
造
を
明
ら
か
に
す
る
。
補
論
「
天
平
宝
字
三
年
の
遣
唐
使
『
白
牛
養
』」

は
、『
入
唐
求
法
巡
礼
行
記
』
に
み
え
る
八
世
紀
半
ば
の
遣
唐
使
・
白
牛
養
が
土
塔
人
名
瓦
の

白
鳥
村
主
牛
養
と
同
一
人
で
、か
つ
て
造
寺
事
業
に
参
加
し
た
知
識
で
あ
っ
た
可
能
性
を
説
く
。

終
章
は
、
本
論
文
の
ま
と
め
、
お
よ
び
展
望
と
課
題
を
述
べ
る
。
行
基
集
団
の
労
働
力
や
信
仰

は
再
分
配
に
よ
り
組
織
さ
れ
て
お
り
、
律
令
国
家
の
労
働
編
成
の
よ
う
な
未
成
熟
な
支
配
を
補

完
し
た
と
し
、
八
世
紀
前
半
ま
で
の
日
本
社
会
が
一
貫
し
て
互
酬
性
・
再
分
配
に
よ
り
規
定
さ

れ
て
い
た
と
す
る
。
和
雇
自
体
が
再
分
配
の
制
度
化
で
あ
り
、
地
域
社
会
で
の
郡
司
層
の
労
働
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力
雇
傭
や
魚
酒
型
労
働
も
再
分
配
の
要
素
が
あ
る
と
指
摘
す
る
。

論
文
審
査
の
結
果
の
要
旨

本
論
文
は
氏
族
社
会
を
破
砕
し
た
上
に
国
家
が
成
立
す
る
と
の
古
典
的
な
国
家
理
論
に
疑
問

を
呈
し
、
血
縁
原
理
の
社
会
か
ら
地
縁
関
係
主
体
の
社
会
へ
と
変
化
す
る
と
さ
れ
る
古
代
社
会

像
の
捉
え
直
し
を
意
図
す
る
。
論
者
は
文
化
人
類
学
の
首
長
制
社
会
論
や
初
期
国
家
論
で
の
基

本
概
念
の
一
つ
の
「
社
会
統
合
」
を
用
い
、
社
会
の
あ
り
方
を
規
定
す
る
「
互
酬
性
」「
再
分

配
」
の
機
能
に
着
目
し
て
、
蓄
積
の
多
い
氏
族
研
究
を
見
直
し
、
行
基
集
団
研
究
を
批
判
的
に

摂
取
す
る
こ
と
に
よ
り
、
古
代
の
社
会
と
国
家
の
関
係
を
五
〜
八
世
紀
の
長
期
の
タ
イ
ム
ス
パ

ン
で
体
系
的
、
段
階
的
に
構
想
し
、
か
つ
文
献
お
よ
び
出
土
文
字
資
料
な
ど
の
史
料
実
証
に
よ

り
裏
付
け
て
日
本
古
代
史
の
基
本
的
課
題
に
迫
る
意
欲
的
な
論
文
で
あ
る
。

な
か
ん
ず
く
第
九
章
と
第
十
二
章
は
本
論
文
の
双
璧
と
も
称
す
べ
き
と
こ
ろ
で
、
研
究
の
主
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旨
に
沿
っ
て
詳
し
く
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
本
論
文
の
要
点
は
、
和
泉
北
部
か
ら
河
内
・
大
和
を

主
な
対
象
に
し
て
ま
ず
須
恵
器
生
産
の
諸
段
階
を
倭
王
権
の
氏
族
、
地
域
に
対
す
る
社
会
統
合

に
よ
る
国
家
形
成
と
対
応
さ
せ
る
。
次
い
で
王
権
と
地
域
社
会
と
の
関
係
を
、
五
・
六
世
紀
以

降
、
人
制
を
経
て
、
国
造
・
伴
造
制
な
い
し
部
民
・
ミ
ヤ
ケ
制
段
階
の
地
縁
的
な
住
民
編
成
か

ら
国
家
形
成
期
の
地
域
支
配
原
理
へ
の
社
会
統
合
な
い
し
支
配
体
制
の
移
行
プ
ロ
セ
ス
と
し
て

説
明
す
る
。
さ
ら
に
八
世
紀
、
律
令
国
家
期
に
お
け
る
郡
司
層
の
造
寺
、
造
塔
事
業
の
労
働
編

成
、
行
基
集
団
の
社
会
事
業
な
ど
の
知
識
集
団
の
動
き
に
対
し
て
互
酬
性
・
再
分
配
の
要
素
を

認
め
る
。
律
令
制
導
入
後
も
社
会
に
は
首
長
制
の
要
素
が
作
用
し
、
国
家
は
そ
の
首
長
の
血
縁
、

地
縁
を
媒
介
と
す
る
地
域
支
配
秩
序
に
依
拠
し
て
支
配
を
行
っ
た
と
み
る
と
理
解
で
き
る
。
従

っ
て
、
律
令
国
家
は
律
令
法
が
施
行
さ
れ
て
も
古
代
国
家
と
し
て
ま
だ
成
熟
過
程
に
あ
る
と
考

え
る
べ
き
と
の
点
は
明
解
な
主
張
で
あ
り
、
既
往
の
通
説
的
な
研
究
に
対
す
る
重
大
な
問
題
提

起
で
あ
る
。

全
体
と
し
て
、
先
行
学
説
へ
の
十
分
な
目
配
り
、
各
種
史
料
（
資
料
）
の
駆
使
、
「
再
分
配
」
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行
為
の
重
視
に
よ
り
、
史
実
の
新
た
な
解
釈
を
試
み
、
様
々
な
分
析
結
果
を
有
機
的
に
関
連
さ

せ
て
構
成
し
て
お
り
、従
来
の
国
家
形
成
の
研
究
を
着
実
に
進
展
さ
せ
る
も
の
と
認
め
ら
れ
る
。

本
論
文
の
論
旨
を
敷
衍
す
れ
ば
、
八
世
紀
以
後
に
お
け
る
集
権
的
な
律
令
国
家
の
支
配
は
官

僚
制
や
地
方
行
政
制
度
（
国
郡
制
）
あ
る
い
は
地
方
政
策
を
通
し
て
行
わ
れ
る
側
面
を
基
本
と

す
る
が
、
他
方
で
郡
司
層
、
首
長
層
が
統
率
す
る
住
民
へ
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
を
含
む
地
域
支
配

秩
序
が
あ
っ
て
補
完
的
役
割
を
果
た
し
た
と
す
る
ほ
う
が
地
域
社
会
の
事
象
に
照
ら
し
合
わ
せ

て
構
造
や
特
質
を
捉
え
易
い
。
地
域
社
会
の
血
縁
関
係
と
地
縁
関
係
と
を
ど
ち
ら
が
規
定
的
な

要
因
と
す
る
か
の
議
論
よ
り
も
、
両
方
の
複
合
や
重
層
を
想
定
す
る
ほ
う
が
日
本
古
代
国
家
、

古
代
社
会
の
柔
軟
な
理
解
を
可
能
に
す
る
と
思
わ
れ
る
。
た
だ
し
本
論
文
が
取
り
挙
げ
る
地
域

社
会
で
の
血
縁
、
地
縁
の
絡
み
合
っ
た
人
格
的
関
係
、
須
恵
器
生
産
お
よ
び
造
寺
、
造
塔
事
業

な
ど
の
労
働
編
成
、
ま
た
郡
司
層
を
頂
点
と
す
る
支
配
秩
序
な
ど
は
「
社
会
統
合
」
の
要
素
、

内
実
を
示
す
で
あ
ろ
う
が
、
首
長
制
社
会
論
で
所
有
や
権
力
関
係
を
規
定
す
る
と
し
て
重
視
す

る
「
円
錐
形
ク
ラ
ン
」
の
形
成
と
構
造
に
ど
の
よ
う
に
関
わ
る
か
に
つ
い
て
は
ほ
と
ん
ど
論
及
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さ
れ
て
い
な
い
。
こ
の
点
で
、
社
会
統
合
を
め
ぐ
っ
て
、
支
配
機
構
、
支
配
政
策
な
ど
の
問
題

も
含
む
論
者
な
り
の
所
見
の
開
陳
が
求
め
ら
れ
る
。

論
証
の
不
足
す
る
箇
所
も
あ
る
。
須
恵
器
生
産
に
関
わ
る
ミ
ワ
系
氏
族
の
性
格
把
握
、
土
師

氏
と
大
王
墓
造
営
の
関
係
、
人
制
下
で
の
大
王
の
管
理
と
王
宮
上
番
の
奉
仕
形
態
と
の
違
い
、

人
制
と
部
民
制
の
差
異
と
共
通
性
、
二
造
（
国
造
・
伴
造
）
の
一
体
性
と
国
造
の
独
自
性
な
ど

で
あ
り
、
特
に
氏
族
の
構
造
、
性
格
の
分
析
と
王
権
に
よ
る
社
会
統
合
の
プ
ロ
セ
ス
の
関
係
の

説
明
が
不
明
確
な
点
は
、
さ
ら
に
説
明
や
再
考
を
要
す
る
で
あ
ろ
う
。

以
上
の
よ
う
に
、
本
論
文
に
は
い
く
つ
か
の
課
題
が
あ
る
。
し
か
し
論
文
全
体
の
完
成
度
は

き
わ
め
て
高
く
、
日
本
古
代
国
家
が
拠
っ
て
立
つ
社
会
の
実
態
、
歴
史
的
性
格
を
実
証
的
、
論

理
的
に
再
検
討
し
て
浮
き
彫
り
に
し
よ
う
と
す
る
と
こ
ろ
は
注
目
に
値
す
る
。
論
者
の
国
家
形

成
論
の
再
構
築
を
目
指
す
問
題
提
起
と
研
究
ス
タ
ン
ス
は
歴
史
研
究
の
基
本
問
題
と
し
て
す
こ

ぶ
る
重
要
で
あ
り
、
今
後
、
自
身
の
取
り
組
み
の
深
ま
り
と
併
せ
て
、
学
界
に
も
議
論
を
促
す

も
の
と
な
り
え
よ
う
。
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よ
っ
て
、
本
論
文
の
提
出
者
溝
口
優
樹
は
博
士
（
歴
史
学
）
の
学
位
を
授
け
ら
れ
る
資
格
が

あ
る
も
の
と
認
め
ら
れ
る
。
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